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伊
平
屋
〜
運
天
港
航
路
に

　
　
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
」が
就
航

沖
縄
本
島
周
辺
の
島
々
の
中
で
最
北
端
に

位
置
す
る
島
・
伊
平
屋
島
は
、
ウ
ン
ジ
ャ
ミ

等
の
沖
縄
古
く
か
ら
の
伝
統
行
事
が
数
多
く

残
さ
れ
て
お
り
、
沖
縄
県
の
天
然
記
念
物
と

し
て
知
ら
れ
る
念
頭
平
松
な
ど
を
始
め
、
歴

史
、
祭
り
、
自
然
豊
か
な
伊
平
屋
村
の
魅
力

を
い
か
し
た
観
光
や
、
伊
平
屋
ム
ー
ン
ラ
イ

ト
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
伊
平
屋
島
へ
は
今
帰
仁
村
の
運
天
港

か
ら
フ
ェ
リ
ー
が
１
日
２
往
復

運
航
し
て
い
ま
す
が
、
伊
平
屋

島
ま
で
の
航
路
は
波
が
荒
い
こ

と
で
知
ら
れ
、
北
か
ら
の
風
が

強
く
な
る
冬
季
に
は
度
々
欠
航

す
る
こ
と
か
ら
、
伊
平
屋
村
民

は
フ
ェ
リ
ー
の
安
定
運
航
の
確

保
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
伊
平
屋
島
と
運

天
港
を
結
ぶ
航
路
に
、
平
成
７

年
か
ら
18
年
以
上
の
長
き
に

わ
た
っ
て
就
航
し
て
い
ま
し

た
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
」（
総
ト

ン
数
４
９
８
ト
ン
・
旅
客
定
員

３
０
０
名
）
に
代
わ
り
、
平
成

26
年
４
月
１
日
よ
り
新
船「
フ
ェ

リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
」
が
就
航
し
ま

し
た
。

新
船
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や

Ⅲ
」
は
全
長
76
ｍ
、
総
ト
ン
数

７
５
６
ト
ン
、
最
大
旅
客
定
員
４
５
０
名
と

旧
船
よ
り
一
回
り
大
型
化
さ
れ
、
横
揺
れ
を

軽
減
す
る
フ
ィ
ン
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
の
装
備

に
よ
り
、
波
に
強
く
安
定
性
に
優
れ
る
こ
と

か
ら
快
適
か
つ
安
心
、
安
全
な
船
旅
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
設
備
や
船
内
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
に
よ
り
、
高
齢
者
や
車
い
す
利
用
者
に
も

配
慮
し
た
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
分
県
の
造
船
所
か
ら
伊
平
屋
島
の
前
泊

港
に
入
港
し
た
３
月
30
日（
日
）に
は
多
く
の

伊
平
屋
村
の
皆
さ
ん
が
港
に
駆
け
つ
け
、
婦

人
会
や
青
年
団
に
よ
る
舞
踊
や
エ
イ
サ
ー
で

賑
や
か
に
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
」
の
就
航

を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
12
日（
土
）に
行
わ
れ
ま
し
た

「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
就
航
記
念
式
典
・
祝
賀

会
」
で
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
集

ま
り
、
伊
平
屋
村
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
船

就
航
を
祝
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
船
名
に
「
Ⅲ
」
と
あ
る
の
は
、

村
の
歴
代
の
船
で
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
（
伊

平
屋
）」
の
名
を
冠
す
る
船
が
こ
れ
で
三
代
目

と
な
る
こ
と
か
ら
、
伊
平
屋
村
野
甫
小
中
学

校
の
生
徒
６
名
に
よ
り
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や

Ⅲ
」
と
命
名
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

新
船
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
」
の
就
航
に

よ
り
海
上
輸
送
の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
安
定
的
な
物
資
運

搬
、伊
平
屋
村
の
さ
ら
な
る
観
光
振
興
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も

に
多
く
の
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

フェリーいへやⅢ（写真提供：伊平屋村）

フェリーいへやⅢ就航記念式典・祝賀会（写真提供：伊平屋村）
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